
トピック）Ｆ１の力学Ⅱ－コーナリング編－

ａ）コーナリングフォース

コーナーを曲がるとき、ドライバーがハンドルを切ると、後輪で発生した推進力は、回転

方向が進行方向からズレた前輪によって、幾つかの成分に分解される

前輪の回転方向の力の成分

⇒　正味の推進力，

　　コーナリングフォース（向心力、力のモーメント）

推進力

前輪の回転方向成分

路面の摩擦力で
相殺する成分 正味の推進力

コーナリング
フォース

コーナリングフォースが力のモーメントとなって、マシンの向き（正味の推進力の

方向）を変えるため、マシンはコーナーを回ることができる

ｂ）コーナリングの限界

コーナリングの際、レーシングドライバーは次のような操作を順に行う

制動（制動力）　⇒　方向転換（コーナリングフォース）　⇒　加速（推進力）

これらの運動をマシンが行う為の力はすべて、路面とタイヤとの摩擦によって発生する

限界ギリギリの走り　⇒　最大摩擦力ギリギリでのマシンコントロール



＊）アンダーステア

後輪はグリップしているが、前輪がスリップした状態

・コーナー手前での急制動で前輪がロックしたり、オーバースピードで飛び込んだ時に起

こりやすい

＊）オーバーステア

前輪はグリップしているが、後輪がスリップした状態

・コーナーからの脱出で、アクセルを早く踏みすぎた時に起こりやすい

アンダーステア
ノーズが慣性で流されて、コーナー
を大まわりする

オーバーステア
リアが慣性で流されて、ひどいとき
にはスピンする

＊）性能限界曲線

マシンがコーナーを曲がる際に生じる制動・方向転換・加速の力の大きさと、タイヤと路

面との最大摩擦力の関係
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ｃ）最速のライン取り

限界ギリギリでのコーナリング　⇒　マシンの状態は性能限界曲線上を左下から左上へ

性能限界曲線上をキープするライン取りは無数にある

最速のライン取りを探す（最適化問題）
円軌道のライン取り

急激な方向転換

ラインｂ

ラインａ

　⇒　方向転換のみ（縦加速度≒０）の状態に留

まる時間が最短

曲率半径

の逆数

0 直線軌道

半径減少

ラインに沿って測った距離

ラインａ

ラインｂ

ラインｂでは、ａよりも遅くブレーキング、素早く方向転換、早めの加速開始でより直線

的にコーナーを脱出している

＊）Ｆ１世界チャンピオンとＦ３０００ドライバーの比較
２者の差は、コーナーの脱出速度の違いとなって現れている



ｄ）アイルトン・セナは何故死んだのか

1994年5月1日のＦ１サンマリノグランプリで、セナの駆るウイリアムズＦＷ１６は、高
速コーナータンブレロを直進し、コンクリート壁に激突した
この事故は、「セナのミス」「自殺説」はては「ドラッグ説」と憶測を生んだが、全ては
テレメトリーのデータが物語っていた

?スタートライン通過後の時間，?マシンの速度，?ステアリングホイールにかかる力
?アクセル開度，?ステアリングの回転角度
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